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第30次越冬観測をおえて
江尻全機,召 田成美
第30次南極地域観測隊は,昭和基地越冬隊員29名,あ
すか観測拠点越冬隊員8名,及 び夏隊員17名の総計54名
で編成 され,中 国からの交換科学者2名 と国内のオブ
ザーバー2名 と共に.昭和63年ll月14日南極観測船 「し
らせ」に乗船 して東京晴海埠頭を出航 した.途 中オース
トラリア ・フリーマントル港に寄港し,ノルウェーから
の交換科学者.1名が乗船 し南極へ向かった.越 冬成立迄
の過程は,竹 内貞男夏隊長の第30次夏隊行動記(極 地研
ニュース90)に記述 されている.報告に先立ち,共にオ
ペレーションを遂行 した上垣 「しらせ」艦長はじめ乗組
員の方々,内 地での関係各位及び留守家族の方々のご支
援ご指導に対 して感謝の意を表 します.
今次隊は大型アンテナの建設に伴い,こ れ迄にない約
1000トンもの物資を持って行った事に加え,「しらせ」
の昭和基地接岸と大型物資の氷上輸送を前提 とした計画
であった.そ れ以外に建設の方途が無かったとは言え,
南極と言う自然の厳 しさを考えると,計画通りに事が運
べたのは幸運と言っても良い,た だ,実現に向けての信
念と,それを現実のものとして くれた全隊員の並々なら
ぬ献身的努力,即 ち自己の能力を越えたしかも苛酷な仕
事に良 く耐えてくれた御蔭で.5日 間で直径11メー トル
パラボラアンテナ本体組上げ完成,続 く9日間で直径17
メートルのレドーム組立を完了する事が出来たのは正直
驚 きであった.
平成元年1月13日(金)第29次阻石調査隊クレバス転
落事故が発生,「しらせ」は1月16日第30次隊から隊
長 ・オブザーバーを含め10名及び第29次隊より隊長代理
を含め3名 が乗船し昭和基地を離岸した.この間,2月
1日には第29次隊より第30次隊が基地を引き継ぎ(越冬
隊長代理竹内貞男夏隊長)暫 定的越冬生活に入った(あ
すか観測拠点では,12月22日第29次越冬隊から基地の維
持運営 を引き継いでいた).1月21日無事遭難者 を救出
し,負傷者をケープタウンへ移送(2月3日)後,「 し
らせ」はブライド湾へ回航 し,2月14.日セールロンダー
ネ夏期調査隊9名 全員を収容,2月19日再び昭和基地へ
第30次隊を空輸,及 び第29次隊員の収容とその持帰 り物
資の空輸オペ レーションを再開 した.3月3日 が最終便
となり,「しらせ」は昭和基地を後にして帰途についた.
1月後半に予定 していた222人目の 「しらせ」夏期支援
作業が無 くなり.残 りの作業は昭和基地残留隊員で消化
した.越冬隊畏不在の中.越冬準備をしてくれた夏隊長
はじめ全隊員に感謝の言葉 もない.ブ ライ ド湾で計画 し
ていた 「南大洋の地学研究(5年 計画の第2年 次)」の
諸観測(海 上重力測定,海 底地形測量)及 び船上観測
(海洋物理 ・化学 ・生物など)の 全ての観測,ア ムンゼ
≧湾周辺露岩地域における地学調査 ・生物調査,及 び海
上磁気測定,マ ラジョウジナや基地における超高層観測,
モーソン基地に於ける気象測器の比較検定,及 びリュツ
オ ・ホルム湾大型動物センサス等の計画は中止 した.あ
すか基地でも救援体制をとり,越冬前半に予定 したナン
セン氷原での流動歪測定用グリッド設置の断念等少なか
らず影響を受けた.昭 和基地でも,3月 に入ってからも
越冬準備の残作業が続 き,大気球ランチ ャ基礎コンク
リート打ちが3月9日 施行,受 信棟設備工事完了は3月
13日,観測棟暖房機据付は3月16日等々本格的越冬体制
に入ったのは3月 も下旬であった.波乱に豊んだ第30次
隊越冬開始であったが,反 面これ迄にないオペ レーショ
ンを組み,隊 員一致協力する事によって得る事 も多 くあ
ったと確信 している,,
平成2年2月1日,第31次 隊と越冬交代式を行い,ヘ
リコプターの飛べない悪天候の中.「しらせ」がテオイ
や南西沖から再度昭和基地に接岸し,海氷上を雪上車で
第30次越冬隊全員が 「しらせ」に乗艦 した.降 りしきる
吹雪に 「しらせ」の汽笛がいつまで も震え響き,雪煙る
昭和基地がセピア色の銀幕に消え去っていった.日本は
遙か遠 く2ヶ月の船旅の彼方にあるが,第30次観測隊行
動の全ては終わった.
昭和基地の越冬
南極大陸唯一の大型パラボラアンテナの建設 も順調に
経過 し,平成元年2月12日宇宙開発事業団の海洋観測衛
星MOS-1号の受信に成功,同 月22日には宇宙科学研
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究所のEXOS-D　(あけぼの)の 打上げ直後の第一軌道
から受信に成功 し,通年の運用も含め第30次隊の幸先の
よいオペレーションの開始 となった,た だ,越冬開始直
後2月2日 から3日にかけ低気圧に見舞われ,最大瞬間
風速は,2月 期の過去最大の50.8メートル/秒を記録し,
基地施設にかなりの被害が出た.こ の暴風によって岩島
から見晴らし岩 とオングル海峡一帯は完全な開水面とな
った.
今年は太陽活動の最盛期に当った為,3月 に入ると満
天の空にオーロラが乱舞 し,時には全天に火の手が上っ
た様な真紅のオーロラが度々出現 した.5月 末からの極
夜期には,　EXOS-D衛星で撮像 されたオーロラ像を実
時間で見ながら第30次隊で初めて持ち込まれた超高感度
カ ラーTVカ メラ,オ ー ロラ分光器,さ らに種々の
オーロラレーダを含む電離層定常観測によって,頻 発す
る太陽フレアで引き起こされた最大規模の磁気嵐発生時
の貴重なデータを取得出来た.
4月に入って気温は低めに経過 し,西の浦に滑走路も
確保出来,待望の冬前のピラタス1号機及び2号機の運
航 ・観測を開始する事が出来た.今 回の昭和基地の気候
の特徴 としてこの4月期より始 まった長期間の低温傾向
が挙げられる.5月31日に一38.5℃,5月平均気温 も
此迄の値を一7.6℃も下回る記録となり,此の低温傾向
は9月 下旬迄続 き,9月11日今次隊最低の一39.6℃,
平均でも此迄の値より一4.5℃も下回る昭和基地開設以
来の記録となった.こ の寒 さの中,隊 員が頑張 り過ぎて
凍傷になると言う事故 もあったが,無事完治する事が出
来た.
南極域における気候変動に関する総合研究の3年 目に
当る第30次隊は,雲 と降水の変動の観測 と微量気体成分
モニタリングを重点項 目として観測 を行 った.降水変動
観測装置(垂 直レーダ)に加え,新 たに設置 した降水分
布観測装置(PPIレー ダ)も2月12日観測を開始,大 陸
氷縁付近の降水機構の解明に多くの成果が得られた.炭
酸ガス,オ ゾン等の各種大気成分量変化の基地での精密
な観測,及 び其の鉛直分布の航空機による観測が通年行
われた.今 年も9月から11月中旬にかけて観測史上最大
規模のオゾンホールが観測 され,此 の期間オゾンゾンデ
(計10回に及ぶ)に よるオゾン量の鉛直分布観測に成功
した.内 陸のみずほ基地で水蒸気の内陸への輸送量を調
べる為,高 層ゾンデ観測を9月 から10月にかけ計14回実
施 した.み ずほ旅行では,こ の他,無 人気象観測装置の
保守に加え,ル ー ト整備,基 地内雪洞の歪測定,エ ンジ
ンオイル ・南極軽油の寒冷特性比較試験等を実施 した.
研究観測は年々多様化の一途をたどり,観測手段 も高
度化して来た.自然地震の多点観測による氷震 ・近地地
震の記録に加え,広 帯域 ・高感度の特性 を持つ　「STS
地震計」を昭和基地に設置し,4月 以降連続記録を実施
したが,低 温時に障害が発生,そ の克服が今後の課題で
ある.航 空磁気測定は,述 べ8千 キロ ・メー トルの測定
を行い,リ ーセルラルセン半島及びプリンスオラフ海岸
から内陸に至る広範なデータを得た.
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大型アンテナの利用は衛星受信ばか りでなく,8月31
日遠く約30億光年もの彼方の電波星 「クエーサー(3
C273)」を捉える事が出来た.此 の観測成功は南極では
初めてであ り,此の大型アンテナが南極大陸唯一の 「電
波望遠鏡Jと して産声 をあげたことになった.さ らに此
の1月16日,実験に必要なセシウム原子時計や高密度
データ記録器等を第31次隊の協力を得て搬入 し,通信総
合研究所鹿島宇宙通信センター局 との電波星同時観測を
実施 した.さ らに1月20日及び25日,豪州キャンベラ郊
外のNASA深 宇宙追跡網TIDBINBILLA局を加えた
3地点で行う事に成功 した.観測データの相関 ・解析処
理を実施することによって,昭和基地 ・豪州 ・日本それ
ぞれの位置関係が地球規模の座標系において明確になる
可能性があり,南極大陸と他の大陸とを直接結びつける
世界で初めての試みであった.
。緊瓢耀瓢警瓢 ξう享鰻 ●
びローラー車を開発 し,その試験を10月6日,11月19日,
12月23日の計3回行った.第2回 目は強風の為観測器放
球迄に至 らなかったが,第1回 と3回 目は成功 し,「立
ち上げ方式」の放球法に習熟することが出来た.平 成2
年1月5日,B15(容積:1万5千 立方米)の極域周回
大気球(PPB:ポーラー ・パ トロール ・バルーン)を放
球した.気球は順調に西進 し2月2日 までに南極大陸周
辺を約8分 の7周 し.28日間の長時間フライトと周回回
帰する可能性を世界に先駆けて立証することが出来た.
健康体育関係の隊員の越冬は第23次隊以来7年 ぶりで,
越冬 中隊員に対 して各種の調査 ・測定を実施した結果,
運動量の減少と寒冷による体力の低下が観測された,指
尖寒冷血管反応,着 衣量調査等により寒冷適応の過程 も
把握する事が出来た.
一方設営面では,今次隊重要作業の屋外ラック工事に
伴う基地主要部及び西部地区の地表上及び埋設ケーブル
の改善及び屋外電気設備の整理を2月から5月下旬にか
晶藝論 難 鰯 舗獺離塁冥妄撲量●
に到らず全快する事が出来た.今 回新しく200kl貯油タ
ンク設置に伴い,各 所に野積されていた ドラム缶750本
の燃料を移送し管理 した.また,荒 金ダム取水口循環パ
イプ用架台製作設置,第9発 電棟～第10居住棟間の給水
湯パイプ交換,観 測棟暖房機の交換,第29次隊残置の食
堂電気オーブンの入れ換え,装輸車輌の設備や旅行用雪
上車 ・櫨の整備作業等冬前作業は順調に経過 した.ただ,
S16での櫨撤収は,櫨が木枠の上迄完全に雪で埋没 して
おり外気温の低下もあ りきつい作業であった.ま た,悪
天候 にしばしばルートを見失い徒歩先導で昭和基地迄帰
って来た事 もあった.冬明けには第7発 電棟コルゲート
撤去,情 報処理棟MG撤 去,第13居住棟 と気象棟の塗
装作業等 も精力的に実施 した.しか し,冬明け看たけな
わの晴天を期待 していた11月中旬除雪 もほ"終 った直後,
最大瞬間風速48.7メートル/秒を記録するA級 ブリザー
ドに3日 間も閉じ込められ,基 地は再び白一色の冬景色
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となった.さ らに正月明け2日 から3日 にかけて昭和基
地の真北から落ち込んで来た低気圧の影響で,ま たまた
1月期観測史上第1位 の最大瞬間風速45.6メートル/秒
という暴風が吹き荒れた.年 末大きくあいていた大利根
水道もこれ迄にないハンモック帯 と化 し,迎えの 「しら
せ」昭和基地接岸も大巾に遅れ,見 晴らし岩沖にオレン
ジ色の船体が現われたのは1月14日であった.も し昨年
この様な状態であったなら,第30次隊越冬は無かったか
もしれないと,一人背筋が寒くなる越冬明けの出来事で
あった.
あすか観測拠点の1年
越冬3年 目を迎える 「あすか観測拠点」では第29次よ
り2名減の8名 が越冬 し各種観測 を行 った.昭和63年12
月19日午前,吉 田隊員を除く第30次越冬隊7名 が第1便
のヘリで拠点に直行 し,第30次隊のオペレーションが開
始された(吉 田隊員は30マイルで物資輸送などブライド
湾～あすか間のオペレーションの指揮に当った).
「しらせ」でぬくぬくとした船上生活から,い きな り雪
の上に放り出され,地吹雪の中でのテント設営に始まる
越冬生活のスター トである.出迎えてくれた矢内隊長以
下5名 の第29次隊員等と再会の感激に浸る間もなく,直
ちに引き継ぎ作業に入 り,わずか2日 間で引き継ぎを終
了 した第29次損石隊は22日ナンセン氷原に向け慌ただし
く出発して行った.拠点残留の第29次隊員は第30次隊と
の合同オペレーションに参加する雪氷部門の藤田隊員1
名のみとなり,この時点で基地の維持 ・運営は実質的に
第30次隊に引き継がれた.
例年通 り,越冬機材 ・物資はブライ ド湾上の 「しら
せ」から主に30マイルポイントに空輸され,さ らに雪上
車隊により 「あすか」まで運ばれた.生 鮮野菜の一部は
第1便 のヘリコプターで直接空輸 した.ま た,櫨等の大
型物資はスリングでLOに 運ばれここから陸送した.こ
れら物資輸送などのオペレーションは,「しらせ」,第30
次夏隣 ・昭和基地越冬隊の全面的支援のもとに行われた.
輸送作業は,雪上車のクラッチ等の故障が相次いだが予
定通りに進行 し,12月26日,30マイルからの陸送隊最終
便のあすか到着をもって約140tの輸送が完了した.
一方,第1便 であすか入 りした越冬隊と,一部夏隊 ・
昭和基地越冬隊員の協力により,越冬の準備作業も順調
に進められ,設営部門ではパイプデポ棚の嵩上げ,燃料
タンク(軽油〉建設,車 輌整備等,観測部門では気象衛
星(NOAA)受信のためのアンテナ及び高層気象観測
機器の設置等が行われた.ま た,液 封ボーリングドリル
の試掘を中心とする野外観測活動や,夏隊の無人気象観
測装置の支援作業も積極的に行われ予定通 り終了した.
1月半ばの第29次限石調査隊事故は第30次あすか越冬
隊のオペ レーションには直接の影響は少なく混乱もなか
ったが,通 信業務等 を通じて救援活動 を支援し,万一の
要請に備えレスキュー体勢を整えて待機 した.し かし,
夏期各オペレーションは,日程の短縮 を余儀な くされた
ことにより一部に影響が出た.雪氷部門では,七一ルロ
ンダーネ山地南側での トラバース測量及びA210付近で
のJMR測 量,歪 方陣の設置を取 り止めた.地 学 ・生物
の各夏期オペレーションも同様であったが,調 査はほぼ
予定通 り続けられ2月初め無事終了 した.2月 半ばに夏
隊と残留 していた第29次隊が去ると拠点は急に閑散とな
り,8人による本格的な越冬生活が始まった.
越冬中は,計 画に従って 「南極域における気候変動に
関する総合研究(ACR)」の3年 目の計画に沿っての気
水圏系の各研究観測として,地 上及び高層気象観測,氷
床流動調査,氷床掘削調査を行 うとともに,超 高層現象
の観測,ヒ トの生理学的研究等 を行 った.ま た,氷 床上
建造物に関する設営工学的計測を引続き実施した.強 風
が吹き荒れ,ブ リザー ドが頻繁に訪れる内陸基地の宿命
で,施 設 ・建物のほとんどは雪に埋 もれており,年間を
通じて雪面下での生活となったため,時 には基地を維持
し生活を確保するための作業を最優先せざるを得ない環
境下であったが,隊員相互の理解と協力のもとこれ らの
各観測は,滞 りなく順調に行われた.
第30次隊の特筆すべ き観測活動として,ま ず雪氷部門
は,4月 ～6月 にかけてあすか観測拠点,10月にブライ
ド湾初氷付近(LO),11月にはセルロンダーネ山地南側
のナンセン氷原,の 計3ヶ 所でそれぞれ氷床ボーリング
を行い,厳 しい自然条件の中で機器の トラブルに悩まさ
れなが らも,最深部で100メー トル以上,ト ータル深200
メー トル以上のボーリングに成功,各 層のコアをサンプ
リングした.日本隊がナンセン氷原及びブライド湾柳水
付近で本格的な浅層ボーリングを行 ったのは,今次隊が
初めてであった.
次に,気水圏部門も年間を通して約50個の高層気象観
測ゾンデを定常的に飛揚 し,上空の気象データを収集し
た.こ れも日本隊としては初めての試みであった.
さらに,宙 空部門では,今 次隊より30MHzリオメー
タによる天頂方向のCNAの 観測,夜 間光学系観測とし
て暗夜期間の全天カメラによるパ ンクロ撮影とSITTV
カメラによる波長別の強度変化観測等を開始した.
このほか,医学研究として24時間連続の心電図記録と
血圧,尿 の電解質推移等から年間を通しての越冬隊員の
生活リズムの測定等 も行われた.こ れらの観測には全員
が一体 となって取組み,多 くの成果 をあげた.
今越冬 も例年にもれず,期 間全般に渡 り地吹雪のBが
多く,特に越冬開始直後から3月頃までのブリザー ドは
飛雪 ・積雪 とも顕著で ドリフ トの成長も著 しかった.し
かし4月頃から雪面の上昇は鈍 り,10月までの冬期間は
風の特に強かった7・8月 を除けば静穏の日もかなりあ
って,野外の調査旅行等 もほぼ予定通 り消化できた,11
月は季節の変わり目かぐずつき気味の天候が続き,第31
次隊の受け入れ準備作業 もままならず隊員達をやきもき
させたが,12月に入ると晴天が続き,停滞 していた作業
も一気にはかどった.し かし,12月末からはまたプリ模
様の 日が多 くなり,飛雪 も増えて雪面も上昇 し始めた.
気温は5月から9月 にかけ冷え込みが厳 しく,鍋底型と
いわれる内陸の年変化傾向が顕著に現れた.ま た,12月
3
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末には初のプラス気温も観測された.
施設面では,屋外デポ物品の埋没や主要建物の出入口
の埋没が昨年にも増 して激 しく,その掘出 し及び確保に
は膨大な時間を割かれ対策に苦慮 した.結局屋外デポに
ついては,単管パイプデポ棚の新設や雪洞の設置を1年
かけて行い,整 理 ・管理するようにした.主要建物の出
入口及び非常脱出口は,越冬初期のA級 ブリザー ドに
より3回ほど完全埋没 したが,以後積雪量が次第に減っ
たことと,日課として除雪を繰 り返すことで確保で きた.
また安全対策として,基 地建物4棟 のうち,最 後まで孤
立していた作業棟までの長さ50メー トルに及ぶ雪洞を貫
通させ,居 住区域と雪面下で結んだ.こ のため荒天時や
夜間にも天候に左右されることなく安全に行き来できる
ようになり,閉鎖的感覚が排除されるとともに常時脱出
が可能 となり,隊員の活動範囲 ・時間,安全が拡大され
た.し かし年々雪面は上昇 し,出入口等施設確保のため
の除雪の範囲は広 くなってきており,除雪だけに頼る現
在の方法では基地の維持は困難になってきている.根本
的な対策が必要であろう.一方,内部設備については,
造水槽熱交換機の目詰 まりで一時造水能力が低下 し,短
期間ではあったが日常生活に不便をきたした他は,大 き
なトラブルもな く順調に経過した.
生活面では,越冬内規を工夫したり,真冬には一時期
食堂に畳を導入 して生活様式を和式に改造 したりして隊
員の気分転換をはかった.ま た,冬・明けの野外行動には
全員が参加出来るように配慮 して単調に陥 りがちな生活
に変化 と活力を与え,少 しでも快適な越冬ができるよう
志 した.特 に,冬明けの野外旅行は閉鎖された雪の下で
の生活が長かっただけに,開放感 も大きく,精神衛生の
面で効果があった,し か し,これ らいわば小手先の創
意 ・工夫だけでは限度があり,特に施設の面で全員が個
室が設置されていないことに対 しては不満 を感 じる隊員
も多かった.幸 い隊員諸氏の努力と忍耐で トラブルもな
く経過できたが,小 人数の閉鎖社会であるだけにプライ
バシーもより尊重されるべきで,個 人の精神的犠牲を最
小限に食い止めるためにも,個室は全員に行き渡るよう
早急に整備する必要があろう.
平成元年12月19日,第31次隊の第1便 が飛来,翌 日よ
り直ちに引 き継 ぎ作業に入 り25日までに各部門とも終了
した.12月25日24時をもって観測拠点の運営を第31次隊
に引き継ぎ,翌26日,第31次隊との合同オペレーション
に参加する東隊員1名 を除 く全員が 「しらせ」に戻った.
東隊員は平成2年2月 まであすか観測拠点に留まり.2
月9日 無事任務を終え 「しらせ」に収容され,こ こに第
30次あすか越冬隊のオペレーションは完了した.
(筆者:第30次越冬隊長,国 立極地研究所
超高層物理学第一研究部門教授)
(筆者:第30次越冬副隊長,
気象庁観測部高層課補佐官)
観測ヘ リコプターの運用 と厚い海氷
一 策31次夏隊行動記一
佐 野 雅 史
第31次南極地域観測隊は,55名(昭和基地越冬30名,
あすか観測拠点越冬8名,夏17名)で編成され,夏 隊の
行動期間は平成元年11月14日「しらせ」に乗船し東京港
晴海を出港してから平成2年3月28日シドニーから空路
成田に帰着するまでの135日間である.
第31次隊の観測課題は,第3期5ヶ 年計画の4年 次と
して前次隊に引き続いて行われるが,観 測方法,手段に
は異なる点が種々上げられる.中でも 「東クイーンモー
ドランド雪氷 ・地学研究計画」のための地質調査,「陸
上生態系構造の研究計画」のための内陸露岩域の生態調
乳灘 謝 塁鷺甥 讐趨1罧㌫ ζ量●
で,25次から毎年つづけられてきた山地概査の総決算 と
して,氷河などに隔てられ,地上から到達できない山地
南部 を飛道具で調査 しようとするものであった.
晴海を出港してすぐ船上観測とし海洋物理,化 学,生
物,電 離層などの定常観測が始め られたが,「南極域に
おける気候変動に関する総合研究計画」の一環として,
大気の緯度分布 を調べる大気微量成分(Co2濃度,オ ゾ
ン濃度,　Nox濃度,一 酸化炭素濃度など,北緯20度か
らオゾンゾンデ)の 観測なども開始された.
船上観測は順調なすべり出しであったが,数 日後フィ
リピン沖で台風30号の余波を受け,片舷30度近い大揺れ
となった.これを初めとして以後は終始良く揺れる31次
航となったのである.ろ くに荷物を捕縛 していなかった
寝室は一夜にして足の踏場のない有様となった,
11月28日から12月3日にかけて寄港したオース トラリ
ア ・フリーマン トルでは,日本から同行 した中国からの
交換科学者2名 に加えベルギーからの交換科学者2名 が
駿 ㍍11:ll灘灘 膿灘謬諜 鴬●
る,
フリーマントルからは停船 して,採 水器を4000m下す
などの海洋定常観測が4点計画されていたが,よ ほど行
いの良い者がいると見え,海 は荒れ,ほ とんど実施不能
となった.1度 試みた時は海面から5mの 観測甲板が
波で洗われる始末であった.
ブライド湾沖の氷海には12月15日に進入,こ の海域は
浮氷帯が広い割には,氷量が少ないのが過去の特徴だが,
今年 は550kmに旦 って8/10-9/10の密群氷になってい
て,海氷の状態が例年と違うことを伺がわせた.25回の
チャージング航行(バ ックして勢いをつけて砕氷する)
で,17日プライ ド湾に入った.
プライ ド湾では19日の 「あすか」への直行便による白
石越冬副隊長以下8名越冬隊の送 り込みと30マイル地点
への準備空輸に始まり30日までの各種の作業を行った.
「あすか」への物資輸送は,大 陸への登路が20mの棚
4
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「転
「あすか」 より飛 び立つ小型ヘ リコプター
31次氷海行動図
氷に遮ぎられている為,「しらせ」から30マイル地点ま
では大型ヘリコプターで空輪 し,その後は75kmを雪上
車で運ぶ方法をとっている.今年の輸送は総量175トン,
この内45トンは山地調査と小型ヘリコプター運用関係物
資,24トンはLO点 に送った雪上車分解品である.空 輸
は合計129便行われ,塚 村隊員が指揮する雪上車隊によ
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る輸送は延べ雪上車27台櫨75台を使用 して,1泊2日 の
ピス トン輸送を6回行った.
LO点では,老朽化 した 「あすか」の雪上車を増強す
る為に,分 解 して空輸 された中型雪上車(SM5GS)3
台の組立を真清田隊員以下14名(内しらせ乗員3名)が
行 った.作 業は,夜 間は一6-7℃ になる野外で,20
日から25日にかけて連 日深夜まで行った.暖 かい船の生
活に慣れた身には辛い作業であった.　LO点の作業に限
らず,輸 送作業などプライド湾オペ レーションには全員
が参加 し,それがその後の昭和基地オペレーションの良
い訓練にもなっている.
小型ヘリコプターの運航は機体2機(エ アロスパシア
ル350)をチャーター し.運航は寺井ヘリコプター主任
の下,パ イロット2名整備士2名 の隊員によるものであ
る,観測隊独自でヘリコプターを運航するのも,内陸IU
地で運用するのも初めの試みであ り,出発の一年以上前
から所内や設営専門委員会航空分科会で検討が重ねられ,
運用規則も作成された.し かし局地気象や地吹雪の中の
係留など未知の部分も残されていた.
氷海に入 りメインローター等の組立,調 整を行ない,
20日「しらせ」を発進 し 「あすか」に移ったヘリコプ
ターは,2月8日 「しらせ」に帰着するまでに2機合計
155.5時間の飛行 を行 った.1月 中に行った観測支援は
山地全域に旦 り,77地点に着地 した.こ の飛行により地
質は山地全域の概査を終了 し,測地はGPSによる基準
点測量を11ヶ所行い山地の基準点設置をほぼ終了,生 物
は山地北部を中心に東西に旦る広範囲を土壌動物,植 物
の調査 ・採集を行 うなど大 きな成果を上げることができ
た,
ヘリコプター利用の初の試みは,ヘ リコプターチーム
の努力を越冬隊員の協力で,充 分その目的を果たしたと
言えるが,反 面,野外駐機の整備性,運 用体制などに今
後の問題も残した.
山地における野外調査は.他に雪氷隊2名 とベルギー
オブザーバーによる液封掘削試験と氷河流動の調査が北
部氷河域で行われた.掘 削試験は,将 来予定されている
深層ボーリングの為に3種 類の ドリルを用いて行った.
12月30日昭和基地に向った 「しらせ」は,1月2日
リュツォ・ホルム湾に入ったが,3日 氷が折 り重なった
ハ ンモックアイス(乱 氷帯)に 入 り,その後その突破に
6日間,定着氷に6日 間,計1900回のチャージング航行
を余儀無 くされた.近 年にない氷状は,正月の強いブリ
ザードにより浮氷帯が吹き寄せられハンモ ック状態にな
ったこと,30次越冬中の記録的な低温にも影響され,定
着氷が厚さ240cmもの多年氷になったことによると思
われる.し かし 「しらせ」は時にチ ャージング1回数m,
1日の進出距離1050mなどという気の遠 くなる様な砕氷
を忍耐強 く行い,1月14日朝見晴らし岩沖に接岸 した.
「しらせJ乗 員には帰 りの燃料を気にかけての(チ ャー
ジングでは1日1eOkl使う),胃の痛 くなる様な操船で
あった.
昭和基地に陸揚げする物資は合計624トン,その内バ
イブで行 う燃料送油は420kl,雪上車で海氷上 を運ぶ大
型物資は75トン,大型ヘ リコプターでの空輸は200トン
である.これらは接岸と同時のパイプ送油に始まり,22
日には全て終了 した.
昭和基地における夏期作業は200klの貯油 タンク,ヘ
リポート整備員待機小屋,気 象棟～電離棟間の配線ラッ
ク,ごみ焼却炉等の建設や,建物塗装補修等があり,第
1便の飛んだ1月7日 から精力的に行ったが,接 岸の遅
れが影響 し,残念ながら建物補修など1部の作業を越冬
隊に残すことになった.
建設作業 と併行 して,「陸上生態系構造の研究」とし
てラングボブデ袋浦のペンギン生態調査や,気象無人観
測機保守の為のみずほ旅行,「南極域における気候変動
に関する総合研究計画」としてパ ッダ沖海氷上への海洋,
気象観測点設置などが行われた.パ ッダ沖のオペ レーシ
ョンは,海 氷上に大型ヘ リコプターが着地した初めての
例となった.
内藤隊長以下越冬隊員 との別れは2月1日,雪 に煙る
東オングル島は幻想的だったが,「しらせ」への引き上
げを雪上車で行える程,海 氷が今だに強固だったことに
驚き,不安になった.案 の定,帰 路の定着氷もチャージ
ングを行っての航行となった.幸 いハンモックアイスは
緩んで,連 続航行が可能 となりブライド湾には7日 に到
着した.
ブライ ド湾では 「気候変動に関する総合研究計画」の
一環 として1年 間海流を自記記録する定置係留系2系 統
を設置,9日 までには山地調査隊,小型ヘリコプターの
収容 を行った.
ブライ ド湾沖で予定 していた海底地形調査は密群氷の
為中止し,2月12日から19日の間アムンゼン湾南部露岩
2ヶ所の地学 ・生物調査を行った.ここは世界最古の岩
石が分布する地域であり,貴重な岩石試料を得ることが
できた.ケ ーシー湾を含め,今 後の調査の為に着陸点調
査を行ったが,夏 期小型ヘリコプターを用いての調査が
非常に有効な地域だと思われた.あ ざらしや鯨,土 壌動
物や植物などの生物 も多い所だ.
2月24日に東航開始,以 後3月21日シ ドニー寄港直前
までは毎日1回の停船海洋観測が計画されていた.海況
は必ず しも良くなかったが,「とにかくやってみましょ
う」という 「しらせ」乗員の頑張 りに支えられて打率7
割という高成績 を残すことができた.
31次夏期行動 を振 り返ってみると,夏期間全体の行動
計画が余りにも余裕のない総花的な物に思えて仕方がな
い,観 測項 目はたしかに多いだろうが,重 点を絞 らない
と建てかけの家が何様 も出来て しまうようだ.
最後にな りましたが,我 々の計画を理解し,最大限の
努力と支援行動をして くださいました,上垣 「しらせ」
艦長以下乗組員の方々に心から感謝申し上げます.
(筆者:第31次夏隊長,国 立極地研究所
観測協力室設営総括係長)
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ノイメイや西独基地 を訪問して
一女性越冬隊は成功するか一
西 尾 文 彦
1989年11月30日午後4時30分,30度を越える暑さの中,
テーブルマウンテンを真正面に見送 りの人々に手を振 っ
ていると,突然,海霧に包 まれてしまった.南 アフリカ
環境省所属のアガラス号の船上であった.この船は南大
西洋の島々に点在する気象観測所への輸送および南極サ
ナエ基地への補給を兼務した砕氷船である.南 ア第2の
都市ケープタウンの近 く,南アフリカ大陸南端西岸では
南極で生成された冷たい深層海流が湧昇しているという.
海岸で海水に足を浸せば切れるように冷たい.そ のため,
湿潤な気候と海上では海霧が発生し易いという.見送り
の人々の頭上をクレーンが動き,出発直前まで食料品の
積み込みが続いた.出 港予定を30分過ぎて慌ただしく出
港 したあと,ア ガラス号は港外で一晩沖泊 りをし,積み
荷のラッシングを行い南極に向けて出帆した.ア ガラス
号は1978年1月に下関の三菱重工業㈱で建造された.以
来,南 アの南極観測隊の輸送と海洋観測を行ってきた.
ビル ・レイス船長は第1次 航海から10年以上も乗船 して
おり,ウエッデル海周辺の海氷状況に詳しい.私 は交換
科学者としてこれから西 ドイツ基地,ゲ オルグ・フォ
ン ・ノイメイヤに向か うため,西 ドイツ隊の一員として
アガラス号の乗船客となった.西 ドイツは1979年に南極
条約に加盟しすぐに本格的な観測活動を始めた.海 洋観
測船 ・砕氷船 と呼ぶべ きポーラシュテルン号を就航させ,
一年のうち320日以上の観測活動 を南極,北極海域で実
施 し各国の研究者の注 目の的となっている.また,ノ イ
メイや越冬基地の他にウエツデル海のフィルシュナー棚
氷に夏だけのキャンプや米国マクマー ド基地近 くの北ビ
クトリアランドには地質調査のキャンプを置くなど活発
な行動をしている.最 近では北極海域のスピッツベルゲ
ン島にはオゾン観測を含めた大気化学観測所を設置した.
このように,広い範囲にわたって活発な活動をしている
西 ドイツ極地海洋研究所 と南極での活動を自分の目で見
ること,ロス棚氷についでウエ ッデル海の大きな柳水,
日本の昭和基地やあすか基地の風上に位置 し隣組ではな
いかという訳の解 らない理由を掲げて西 ドイツ南極観測
隊に参加を申し込んだのが2年前である.しか し,何の
音沙汰もなく1年が過 ぎてしまった.昨年4月 衛星受信
の打ち合わせで研究所 を訪れ,旧知の元雪氷研究者で現
在,設 営部長のコーネン博士 と雑談 している際,ノ イメ
イや基地訪問の意向を話すとすぐさま電話で所内の研究
代表者と連絡を取 り,私の交換科学者としての受入と南
アの船で行 くことが決められた.西 ドイツの南極 ・北極
観測プログラムは5年単位で動いているのでポーラシュ
テルン号の運行は1993年までほぼ決まっている.だか ら
私のような思い付 きの訪問者がポーラシュテルン号に乗
ることは難しい.
アガラス号は部分的に西 ドイツに毎年チャーターされ
ている,4名 の女性越冬隊員と共に12月20日ノイメイや
基地に着いた.途 中南アのサナエ基地を訪問し基地と観
測の様子をみた.南 アにとって南極観測の目的は明らか
である.基地を維持することと鉱物資源の探査である.
サナエ基地南方250kmのスヴェドラップ山脈の調査で
はフランス製のヘリコプターを常駐させ,調査機材も経
済封鎖を受けている南アでは入手し難い最新の測定機器
ばか りである.一 方,基 地の気象観測,地 震,宇 宙線,
電離層などの観測は20年前のままである.こ のアンバラ
ンスな状況は研究者の意欲を阻害している.南 極観測の
現場だけではなく南ア国内においても同様という.我 々
の目には混乱した社会状況と映る南アでは致し方ないの
であろうか.
今年のノイメイや基地は9人の女性だけの越冬隊が組
織された.南 極では今まで多 くの女性が男性に混じって
越冬 しているが女性だけの越冬隊は始めてである.仕 掛
け人は設営部長のコーネン博士である.モニカ隊長は宇
宙精神医学を専攻 している.6年 前に彼女が越冬に参加
したいことを知り,彼女に他の隊員選考をすべて任せた
という.モニカ隊長は外科医を兼ね,機 械2名,通 信1
名,調 理1名 である.研 究観測は気象2名,地 球物理2
名ですべて大学院生だ.年 齢は27-34歳.西ドイツも南
アも昔からドクターを隊長にする習慣である.理由を聞
くと越冬中暇だからというが,社 会的な背景があるよう
だ.モニカ隊長は女性の閉鎖社会における精神医学の研
究テーマを持ち宇宙ステーシ ョンでの生活に応用しよう
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と考えている.しか し,隊の運営 と両方で忙 しい.私 の
滞在期間中アンケート方式による聞き取 り調査を手伝っ
た.私 も種々の情報が入手出来るので幸いだ.女性ばか
りの越冬隊の是非を聞 くと総て男女混合のチームである
べきという答えが返ってきた.た だ一人通信担当が女性
だけの社会に興味があ りチャレンジしてみたい,という
意見があった.彼女は参加する前,商 船の通信をしてお
り男女混合の生活を体験 している,女性隊員を探すとき
困難な職種は機械のエ ンジン担当であったようだ.エ ン
ジン担当のグラジナはポーランドからの移住者で,機械
工学を専攻 しエ ンジン ・車両の組立工場で働いていた.
女性だけの閉鎖社会を送るのに不安感を訴えた項目に技
術的な問題を女性だけで解決できるかどうかという疑問
があった.例 えば,前述 したエンジン・トラブル,観 測
機器の修理などであるが私には時間がたてば自然と習熟
し,問題解決可能であると思われた.そ れよりも女性隊
員のすべてが建物に窓が欲 しいといっては,雪面上の小
屋やテントに出かけて睡眠をとった.ノ イメイや基地も
サナエ基地同様に初氷の雪面上に建設され,現在では雪
面下6-10メー トルに埋没 している,そのため基地内が
仕事場である通信や調理はとくに疲労感や頭痛を訴えて
モニカ隊長は頭 を痛めていた.ク リスマスの翌日ポーラ
シュテルンがノイメイや基地に来て9人 の女性越冬隊員
が全員揃い,引 き継 ぎの作業が始まった.当 初,前越冬
隊の男性隊員は 「女性だけの越冬は不可能」 といって非
協力的であった.し かし,時間がたち1月 上旬にもなっ
て女性隊員の様子を知 るに従って,非常に協力的になっ
てきた.ま た,若 い研究観測の大学院生などはそれぞれ
カップルとなって仕事 をしている.挙 げ句の果ては前越
冬隊員は1人 をのぞいて帰国期 日を延期 してしまった.
始めは私 と同じアガラス号で1月 下旬にケープタウンに
戻る予定であったが,ポ ーラシュテルンが2月下旬にノ
イメイや基地のサポー ト要員,野 外調査隊を収容する時
期 まで滞在することになった.私 には大変驚 きであった.
何故なら日本の南極観測隊では一度決まった日程を変更
することなど至難の技であるし,この様な行動は許され
るべくもない,彼 らは特別手当も獲得 している.彼 らの
滞在延期理由はもちろん 「女性越冬隊を成功させるた
め」である.い わゆる彼らは変心 した訳である.この決
定の前にはもちろん研究所のヘンペル所長,コ ーネン設
営部長とは電話で話 している.その後,基 地では順調に
引き継 ぎが行われ,私 はノイメイや基地を離れる1月 下
旬には女性だけで基地の運営がスムースに行われていた.
3月上旬からは女性だけの閉鎖社会であるはずだ.帰 国
途中,西 ドイツ極地海洋研究所に挨拶に伺い,コーネン
設営部長 と会った.彼 らも女性越冬隊を大変気遣ってい
る.何 かあれば超多忙のポーラシュテルン号,ま たは航
空機 を派遣する用意があるという.西 ドイツは日本とよ
く似た組織体制,手 段で南極観測事業を実施 している,
しかし,そこに関わる人間の元気 さでは大変ことなる.
今,地 球環境の解明で南極 ・北極域の研究観測が重要で
あることが認識 されているが,日 本は活動の元気さと自
由度のなさでは低いのではないか.こ んな思いを抱 きな
がら西 ドイツ極地海洋研究所を辞した.
(筆者:国 立極地研究所非生物系資料部門助教授)
日 ・加相補性研 究ワークシ ョップ
「北極地域が全地球的気候変動に与える影響
および全地球的環境シミュレーション」報告
山 内 恭
3月27日～30日,国立極地研究所およびつ くば市の研
究交流センターにて標記のワークシ ョップが開催された.
北極域でいかなる気候 ・環境変動があり,それが地球全
体の気候の中でどのような役割 を果しているか,と いう
ことに関する研究を進めていくに当り,何が現在問題で
あるかを明らかにし,日本 ・カナダ両国の間での共同研
瓢 鷺草夢㌶ 鑓贈㍊篇三孟i㌫蕉 ●
多数の出席を得て,盛況な会となった.
本ワークショップ開催に致る経緯
1988年1月15日,カナダで行われた日加首脳会議にお
いて,時 の総理大臣竹下登に対 して,カ ナダ ・マルルー
二首相より,日加間の科学技術協力に関する共同研究構
想が提案 された.こ の構想では,科学技術において,カ
ナダと日本が最も効果的に協力できる分野と方法につい
て研究することになり,日 ・加各々4名 の科学者等から
なる合同委員会(賢 人会議)が 設置された.そ の下に,
1989年2月,協力の優先分野とされた6つ の分野につい
てのワークショップがカナダにおいて開かれ,日加双方,
各分野につき2名つつ,計24名の代表が出席 した.こ の
6分野とは,先 端材料,宇 宙科学,海洋学,先端製造工
学,バ イオテクノロジーそ して環境管理であり,環境管
理の分野には,日 本から坂本充(名 大水圏研),木村龍
治(東大海洋研)の 両氏が出席した.こ れら幅広い 「力
篇轟㌶篇 鑓㌶:}溜麟 憺;●
中の1つ が環境管理分野の中で上げられた,今 回のワー
クショップのテーマとなった 「北極地域が全地球的気候
変動に与える影響および全球的環境 シミュレーション」
であり,18分野の中で優先的に開催 されるワークショッ
プのテーマの1つ とされた.
文部省は極地研に北極科学研究推進特別委員会をス
ター トさせたり,北極圏環境研究センターを設置するこ
とに決定 したり,「北極研究」の重要性 を感 じ,科学技
術庁 と共同で ワークシ ョップを開催することに した
(1990年1月).こうして,そ の決定からわずか2カ 月と
いう短い準備期間で急拠ワークショップが開催されるこ
とになった,
ワ ー ク シ ョッ プ の構 成
ワ ー ク シ ョ ップは,テ ー マ毎 の4つ の サ ブ グル ー プに
分 れ て行 わ れ る こ と とな り.さ らにサ ブ グ ル ー プ1は3
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サ プ グ ル ー プ1:
山
(2)
{3)
サ ブグ ル ー プ2
沢 威 男,国 分 征)
サ ブグ ル ー プ3:
義)
サ プ グル ー プ4:
孝 治)
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.._`.二:壱越 一一..
日 ・加相補 性研 究ワー クシ ョップに おけ る所長あい さつ
地球温暖化と極域現象
極域における温暖化現象(コ ンビーナ,山 内恭)
北極域が中緯度の気候に与える影響(木 村龍治)
極域における生物圏への影響(福 地光男)
:大陽エネルギーと極域大気現象(平
雪氷圏の役割と過去の変遷(中 尾正
北極圏の大気変動(牧野行雄,山崎
ワー クシ ョ ップの プ ロ グラ ム
3月27日
(14;00)全体 会 合(極 地研)(司 会,吉 田 栄 夫)
開 会 の 辞(星 合 所 長),オ リエ ンテ ー シ ョ ン,
我 が 国 の北 極 科 学研 究 の 現 状(平 沢 威 男),カ
ナ ダの北 極 科 学 研 究 の 現状(W,　Peltier)
(16:00)極地 研 施 設 見 学
(18:00)レセ プ シ ョン(ホ テ ル メ トロポ リ タ ン)
3月28日
サ ブ グ ル ープ1,2:極 地 研 に て分 科 会 会 合
サ ブ グ ル ー プ3,41午 前 中つ くば に移 動
午 後,筑 波研 究交 流 セ ン ター にて 分 科 会 会 合
3月29日
午 前 中:サ ブ グ ルー プ1.2つ くば 移動
サ プ グル ー プ3,4,交 流 セ ン ター に て分 科 会
ゴ}:'1、
一
(14:00>全体 会議(筑 波研 究 交 流 セ ン ター)
(議長 団:樋 口 敬 二,関 口 理 郎,　W.　Peltler,　L
　 Barrie)
開 会 の辞(西 村 良 弘)
各 サ ブ グル ー プ 報 告　(W.　Pe|tler,　国 分 征,前 晋
爾　 L.　Barrie),　総 合 討 論,総 括(関 口理 郎 〉
(18:00)レセ プ シ ョン(ホ テ ル グ ラ ン ド東 雲)
3月30日
つ くば の 研 究 所 見 学(気 象研,公 害 研,防 災 セ ン
ター,農 環研,森 林 総研)
ワークショップのまとめ.報 告書
会合終了後,各 サブグループからの報告をとりまとめ.
ワークショップの報告書が作 られた.要点は以下の通 り.
サブグループ1;北 極圏における地球温暖化現象
・研究者の交換(若 い研究者を含む)
・国際北極圏観測所の設立(ア ラー ト,レゾリュー ト,
モール ドベイ,ユ ーレカが候補地)
北極圏における地球環境 ・気候変動の監視
航空機,大 気球といった観測設備を備えること
・海洋研究一海氷過程,CO2吸収源役割 を含む.
・生物 ・生態研究一陸上生物監視,ボ リニア計画,年
輪の研究,一 年氷海水域の物理 と生物生産
・極地気象の研究一極低気圧,極域成層圏力学を含む
・数値気候モデル(GCM)の比較研究
サブグループ2:太 陽エネルギーと極域大気環境
一9一
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・STEP期間C90～'95)超高層現象一オーロラ多点
観測
・国際極域観測所における超高層現象の定常観測
サプグループ3:雪 氷圏の役割と過去の変遷
・氷床コアの共同解析,氷床掘削機の共同開発
・アイス・レーダ共同実験
・海氷過程,大気一海洋一海氷相互の作用の研究
サブグループ4;極 域における大気変動
・国際北極圏観測所におけるオゾン,関連現象観測
ライダー,気 球,航 空機観測,1993-94を目標.
・対流圏化学の日昇時集中観測
1990,91年の準備観測,1992～94の総合観測
・数値 モデルによる成層圏大気化学や極地成層圏雲
(PSC)の研究
ワークショップを振り返って
ワークショップのオーガナイズを担当 した極地研側の
一人として概要を報告させていただいた.単 に事務的な
サポートを行 うことはできて も,主体性をもってワーク
ショップをリー ドすることは私の任ではなく,荷が重か
った(今 後の北極観測 ・研究計画についても同様).
今後,具体的にどのような形の共同研究を踏み出すか,
総論として北極共同研究はまことに結構 なことなのだが,
各論として,果 して何が最も適当な共同研究テーマであ
り得 るのか.そ れほど自明ではない.既 に北極圏の国々
は一 カナダも一地道な観測は一通 りやっている.地の利
を得ない我が国の研究者が,同 じことをやっても成果は
上らない.我 が国の得意とする観測器 ・手法例えば南極
観測でつちかった短期間に集約的に観測を行 う方策を検
討すべきであろう.
大変な熱意でもって臨んできたカナダ側,短期間での
ワークショップ設定のため,必 ずしも準備が万全ではな
かったが,非 常に積極的にアプローチしてくるカナダ研
究者達であった.日 本側 としては,カ ナダの関係のみな
らず北極側にいかに取組んでいくべ きかについて,ま だ
先が見えない,手 さぐりの荘然とした状態にある(私 だ
けか?)よ うに思える,カ ナダの期待に答えることを含
めて,関 連分野で積極的に共同研究計画 を検討してい く
必要があろう.
(筆者:国 立極地研究所地球物理学研究部門跡教授)
観 測 隊便 り
昭和基地
越冬を開始 して以来2ヶ 月余が経過し,慣れない環境
と仕事にとまどいながらも,隊の活動は順調に進んでお
り,生活にも落ち着きが出てきた.
3月上旬は好天に恵まれたが,中 下旬には再び不順と
なり,ブ リザー ドもA級1回,B級2回,C級1回 と
多く,野外行動と作業に影響を受けた.
2月に引き続き,基地運営は環境整備と安全点検を軸
に進められ,観 測 ・設営 ともそれぞれの業務 を順調に消
化した.中 でも防火 ・防災に関して火災報知器点検,消
火器点検,非 常口点検などが特に念入 りに行われた.
観測関係は予定 したほとんど全ての観測が立ち上が り,
多少の トラブルはあったものの順調に進んでいる.
観測活動が活発になるにつれ設営各部門も車両整備や
物品整理に追われたが,日 常的な業務をこなしながらこ
れらの仕事 も精力的に実施 した.今年は基地周辺の海氷
が流失 しなかったため大陸S-16地点までのルー ト工作
もすでに終了し,ラングホブデ地域までのルー トもほぼ
完成した.こ れらのルートが完成したことにより,大陸
内部への旅行なども計画通 り行えそうである.
あすか観測拠点
3月に入って気象が激 しく変化した.こ のため屋外作
業は強い地吹雪の中で行わねばならなかった.
下旬に訪れたA級 ブリザー ドは多量の降雪をもたら
し,それまで風で削られる傾向にあった雪面をいっきに
埋め戻 してしまった.
気象,宙 空の基地観測はほぼ順調に経過 している.
オーロラ観測も本格化 し,しばしば現れる見事なオーロ
ラを撮影しようと深夜 まで頑張るため,ほ とんどの隊員
が睡眠不足になっている.こ うした中で,先 月に引き続
き山地調査が行われ,こ れまでに全員が何等かの調査に
参加した.3回 目の旅行では風は強かったものの晴天に
恵まれセールロンダーネ山地を堪能することができた,
秋分を過ぎ,徐々に日が短か くなって,雪 かきや冬ご
もりの作業もなかなかはかどらないが,落 ち着いた生活
を送っている.
第32次南極地域観測隊冬期総合訓練開催
国立極地研究所主催の第32次南極地域観測隊員候補者
冬期総合訓練が3月11日から17日までの7日 間,長野県
安曇村の乗鞍岳周辺において,國分 征(こ くぷん す
撚 瀧1蟹 欝 欝 員候補9・指"員℃
訓練は,南極行動中の安全と緊急時に対処するための
基本技術の修得に重点がおかれ,山麓では雪上車の安全
誘導,登 山技術の習得,シ ール歩行,ス ノーモビルの取
扱 いなどの訓練が行 われ,中 腹の位 が原山荘(標 高
2,300m)周辺では,雪 中登山技術,レ スキュー技術,
ルー ト工作,幕 営などの訓練が行われた,
隊員候補者は今後所定の健康診断を経て,6月 下旬の
南極観測統合推進本部総会で隊員として正式決定され,
11月14日,南極へ向け出発する予定.
第30次越冬隊員 ・第31次夏隊員帰国
第30次南極地域観測隊越冬隊及び第31次南極地域観測
隊夏隊は,空路3月28日夕刻,成 田空港に帰国 した.
なお,「しらせ」は,海路4月13日早朝,東 京港晴海
埠頭に帰国した.
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第32次隊冬期総合 訓「練 参加者
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雪上車の安全誘導訓練
川 口
平成2年4月1日 付 け人事異動
勝
山 中 数 雄
高 橋 略
書 澤 吾 郎
転 出
愛媛大学経理部主計課長
(管理部会計課長)
東京大学海洋研究所
経理課用度掛長
(管理部会計課経理係長)
転 入
管理部会計課長
(愛知教育大学経理部主計課長)
管理部会計課経理係長
(東京大学工学部附属原子力工学
研究施設会計掛長)
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鈴 木 吉 彦
飯 嶋 裕
川久保 守
大 塚 英 明
配 置 換
事業部事業課専門職員
(極地観測事業担当)
(事業部事業課業務係長)
昇 任
管理部庶務課研究協力係長
(管理部庶務課研究協力係主任)
事業部事業課業務係長
(事業部事業課業務係主任)
事業部観測協力室
設営第二係主任
(事業部観測協力室設営第二係)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[y　Climatic　Data　f。r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　〔℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)〔℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭和 基 地
(Syowa;89532)
1月(Jan.)
?
?
?
?
?
?
?
???
4.3
69.0
5.1
34,2(3,NE)
45,6(3,NE)
7.1
3
2月(Feb.)
一3 .5
2.1
-12
.8
984.4
あ す か観 測 拠 点
(Asuka:89524)
1月(Jan.)
-8
.1
0.5
-17
.4
876.9
2月(Feb.)
一12
.4
-4
.6
-21
.5
870.0
(station　pressure)
5.1
75.0
7,310.0
32,0(22.ENE)26.4(3.E)
39,7(22.ENE)33.3(3,E)
8.2
1
12.6
24,6(6,ESE)
30.0(6、ESE)
【極 地 豆事典 】 棚 氷(1…helf)
氷床が海に流出して海岸周辺に固着 し海水に浮いて
いる氷体をいう.南極大陸周辺には柳水が発達 してお
り,一.一般に水平方向に大きく広が り,表面は平坦かゆ
るやかな起伏をしている.棚氷の厚さは200-500mに
も達 し,末端部は分離すると氷山となり表面が平坦な
卓状氷山　(Tabu]ar　iceberg)　となることが多い.大 規
模な柳水 として西南極氷床周辺のロス棚氷,フ ィルヒ
ナー ・ロンネ棚氷がある.東 南極氷床周辺には巨大な
棚氷は発達していない,あ すか基地の北東には約3万
km2の面積を有するボー ドワン柳水が存在する.写真
1はアイスレーダーでボー ドワン柳水の氷の厚さをあ
すか基地からブライ ド湾 まで測定 したものである.あ
すか基地から接地線　(grounding　l e;基盤に着底 して
いた氷床が海水に浮かび始める地点)ま での氷床は基
盤に接しており,氷床底面の地形は複雑であることが
わ か る.一 方,接 地 線 か ら ブ ラ イ ド湾 に か けて 棚 氷 は
海 水 に 接 して い る の で 底 面 は滑 らか で あ り,接 地 線 か
ら棚 氷 先 端 の プ ラ イ ド湾 に か け て 氷 の 厚 さが 減 少 して
い く.こ れ は氷 の 自重 に よ る 変 形 と底 面 か ら の融 解 が
あ るた め で あ る.こ の ため 棚 氷 末 端 で は海 面 か らの高
さが10-50mが あ る こ とが 多 い,南 極 大 陸 周 辺 の棚 氷
は 底 面 が 部 分 的 に 基 盤 に 着 底 し て ア イ ス ラ イ ズ
(icerise)と呼 ぶ 個 所 が あ り,柳 水 が標 流 しな い よ うに
防 い で い る.柳 水 の 先端 か らの 氷111の分 離(calving)
は,棚 氷 の 質 量 収 支　(mass　balance)　を 大 き く負 に す
る.写 真1に 底 面 ク レバ ス　(bottom　crevasse)　が 見 ら
れ る.こ の よ うな ク レバ ス が 氷 山 の分 離 の 過 程 に 影響
を及 ぼ す で あ ろ う.接 地線 の 位 置 は海 氷 面 の 下 降,上
昇 に よ って 前 進,後 退 を示 す と い わ れ地 球 温 暖 化 に よ
っ て 海 面 上 昇 が 起 きて い る な ら ば,接 地 線 が 後 退 す る
こ とが 予 測 され,こ の 接 地 線 の位 置 をア イ ス レ ー ダー
や 人工 衛 星 の 高 度 計 セ ンサ ーで 測 定 し監 視 し よ う とす
る計 画 が 立 て られ て い る.
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あす か基地からプライ ド湾 まで の氷床 と棚氷の断面図,櫛 の歯状 の部分は通信 に よるデータ欠損部 であ る.
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